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新年のご挨拶 

令和２年 

理事長 関口 明 

 
北本市長 三宮 幸雄 

 
 

 
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
並
び

に
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
頃
よ
り
、
会
員
の
皆
様
の
豊
富
な
経
験
や
知
識
を
活

か
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
に
御
尽
力
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
本

市
の
高
齢
化
率
は
令
和
元
年
10
月
末
日
に
31.4
％
と
な
り
、

令
和
７
年
に
は
3
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
状
況
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
様
々
な
形
で

社
会
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
就

労
機
会
を
提
供
す
る
拠
点
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
市
で
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分

ら
し
い
生
活
を
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
包
括
ケ 

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

民
の
皆
様
に
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
・
体
系
的
に
提
供
す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
関

係
者
が
連
携
・
協
力
す
る
も
の
で
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
の
一
環
と
し
て
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
お
け
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
本

市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
事
業
に
お
い
て
、
買
い
物
、
掃
除
、
調
理
、
ゴ
ミ
出
し

等
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
本
市
の
福
祉
行
政
の
推
進
に
あ
た
り
、
一

層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
御
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心

よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
令
和
元
年
度
上
半
期
の
契
約
金
額
は
前
年
度
比

4.8
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
昨
年
度
を
上
回
る

状
況
で
推
移
し
て
お
り
、
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
ま
で
減
少
が
続
い
て
い
た
会
員
数
は
、
チ
ラ
シ
の

配
布
や
入
会
説
明
会
を
工
夫
し
、
役
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
会
員
増
加
の
た
め
の
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
今
年

度
に
入
り
昨
年
を
上
回
る
増
加
の
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。 

 

 

ま
た
、
高
齢
者
の
働
き
方
や
生
き
が
い
等
、
時
代
の
変 

化
に
即
し
た
事
業
展
開
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行

政
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
派
遣
事
業
や
生

活
支
援
、
新
事
業
の
取
り
組
み
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
会
員
皆
様
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
安
定
的

な
運
営
に
努
め
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
徹
底
し
、
お

客
様
に
信
頼
さ
れ
地
域
に
喜
ば
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
創
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。 
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就
業
会
員
の
声 

家
事
援
助
班 

植
松 

陽
子  

 

 

て
1
階
の
部
屋
を
掃
除
し
て
、
最
後

に
台
所
の
片
付
け
を
し
て
終
了
で

す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

つ
つ
、
ご
主
人
の
お
お
ら
か
な
性
格

に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
感
謝
し
な
が
ら
、
元
気
に
仕
事
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

私
は
本
町
に
あ
る
、
ご
主
人
と
息

子
さ
ん
の
男
性
2
人
と
可
愛
い
猫

2
匹
が
暮
ら
し
て
い
る
ご
家
庭
で

就
業
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
家
事
援
助

の
こ
と
を
知
り
注
文
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
週
1
回
、
10
時
か
ら

12
時
ま
で
家
の
掃
除
を
し
て
い
ま

す
。 

 

私
は
「
わ
か
ら
な
い
事
は
聞
く
」

と
決
め
て
い
る
の
で
、
最
初
の
頃

は
、
よ
く
ご
主
人
に
尋
ね
て
い
ま
し

た
。
作
業
内
容
は
2
階
か
ら
始
め 

 

東
間
８
丁
目
、
赤
沼
自
治
会
長
の

ご
協
力
を
得
て
、
毎
月
第
一
土
曜
日

に
刃
物
研
ぎ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
場
所
は
東
間
公
園
の
集
会
所
軒

先
、
大
木
の
桜
の
木
陰
で
す
。
午
前

10
時
に
は
準
備
万
端
整
え
て
、
お
客

様
を
待
つ
体
勢
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
集
会
所
で
は
「
イ
キ
イ
キ
と
ま

ち
ゃ
ん
体
操
」
が
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
自
治
会
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
主
催
者
と
し
て
自
治
会

長
も
参
加
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
体
操
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
は
自
治
会
長
夫
人
で
す
。
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
体
操
は
土

曜
ク
ラ
ス
と
月
曜
ク
ラ
ス
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
25
人
程
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
、
出
席
率
は
大
変
良
い
と

の
こ
と
、
大
所
帯
で
す
。 

 

自
治
会
で
は
、
夏
祭
り
や
北
本
ま

つ
り
な
ど
に
参
加
す
る
の
は
勿
論
、

自
治
会
独
自
の
活
動
も
活
発
で
す
。 

東
間
８
丁
目
自
治
会 

 

 

イキイキとまちゃん体操 

土曜クラスの皆さん 

そ
の
う
ち
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
11

月
23
日
に
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
新
蕎

麦
を
楽
し
む
会
」
で
す
。
町
内
75
歳

以
上
の
方
々
全
員
を
招
待
す
る
の

で
、
100
人
近
く
に
な
る
こ
と
も
あ
る

と
の
こ
と
、
こ
れ
ま
た
大
所
帯
で

す
。 

 

11
時
の
体
操
終
了
間
際
に
、
1
、

2
、
3
、
4
の
掛
け
声
に
替
わ
っ

て
「
♪
上
野
発
の
夜
行
列
車
～
」
の

合
唱
が
響
き
ま
す
。
全
員
で
歌
っ
て

解
散
か
な
、
と
思
い
き
や
、
実
は
歌

に
合
わ
せ
た
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
〆
る

の
だ
そ
う
で
す
。
赤
沼
自
治
会
長
の

選
曲
ら
し
い
で
す
。 

  

ま
ち
の
協
力
者 

家事援助の様子 
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高
齢
者
の
交
通
安
全 

安
全
管
理
委
員
長 

林 

正
美 

・
歩
行
中
は
無
理
せ
ず
油
断
せ
ず 

・
自
転
車
は
軽
車
両
、
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル 

・
自
動
車
は
自
己
過
信
が
事
故
の
も
と 

 

 

警
察
庁
交
通
局
に
よ
る
と
平
成
30
年
度
の
全
国

に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
数
は
3,532
人
で
近
年
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

る
割
合
は
55.7
％
と
半
数
を
超
え
て
い
る
。 

ま
た
、
高
齢
者
の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
者
数

は
全
年
齢
層
の
２
倍
、
さ
ら
に
全
死
者
数
の
約
半
数

が
歩
行
中
、
ま
た
は
自
転
車
乗
用
中
で
あ
り
、
う
ち

７
割
が
高
齢
者
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
30
年
度
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
就
業
途
上
の
重
篤
事
故
は
自
転
車
6

件
、
徒
歩
5
件
、
バ
イ
ク
3
件
、
自
動
車
２
件
と
な

っ
て
お
り
、
う
ち
当
セ
ン
タ
ー
で
も
バ
イ
ク
１
件
の

重
篤
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
就
業
途
上
の
事
故

は
各
人
が
個
別
に
行
動
す
る
中
で
起
こ
っ
て
お
り
、

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要

か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 

あ
じ
の
ひ
ら
き 

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し
て
「
あ
じ
の
ひ

ら
き
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
あ
」
は
歩
く
人
、

「
じ
」
は
自
転
車
に
乗
る
人
、「
ひ
」
は
左
側
か
ら
来

る
車
と
衝
突
！
、
「
ら
」
は
ラ
イ
ト
が
つ
く
頃
に
多

発
！
、「
き
」
は
ご
近
所
で
油
断
？
で
す
。 

 

こ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
通
り
の
事
故
を
デ

ー
タ
が
示
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は

「
認
知
・
判
断
・
操
作
」
と
い
っ
た
三
機
能
が
関
わ

り
、
刺
激
を
知
覚
し
、
そ
の
意
味
を
読
み
と
り
、
そ

れ
に
対
す
る
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
事
故
を

防
ぐ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
三
機
能
は
加
齢
に
伴
い
劣
化
し
ま

す
。
誰
も
が
避
け
て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
象
で

す
。 

 

会
員
が
加
齢
に
伴 

う
身
体
機
能
の
変
化 

を
自
覚
し
行
動
す
る 

こ
と
が
肝
要
で
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て 

も
自
転
車
・
自
動
車 

の
講
習
会
を
継
続
実 

施
し
、
交
通
ル
ー
ル 

を
遵
守
し
安
全
就
業 

に
心
が
け
、
今
後
と 

も
安
全
意
識
の
徹
底 

を
は
か
る
意
向
で
す
。 

 

  

交
通
安
全
講
習
会 

自
動
車
の
安
全
運
転 

 

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方 

9
月
17
日(

火)

に
、
鴻
巣
警
察
署
交

通
課
の
署
員
を
招
い
て
、
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
お
い
て
、
自
動
車
の
安
全
運
転
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

加
齢
に
伴
う
身
体
能
力
の
変
化
に
よ

っ
て
、
判
断
力
の
低
下
や
、
運
転
操
作
ミ

ス
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
に

自
動
車
を
運
転
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
ま
し
た
。 

 

10
月
15
日(

火)

に
、
鴻
巣
警
察
署
交

通
課
の
署
員
を
招
い
て
、
セ
ン
タ
ー
会
議

室
及
び
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、
自
転
車
の
安
全

な
乗
り
方
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

交
通
安
全
に
関
す
る
テ
ス
ト
を
受
け

た
り
、
埼
玉
県
内
の
事
故
状
況
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認
を

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
実
際
に
自
転 

車
に
乗
り
な
が
ら
安
全 

な
乗
り
方
を
学
ん
だ
り 

し
ま
し
た
。 
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 発生月 性別 状況 業種 事故の概要 負傷部位等 

1 5 月 男 就業中 除草 
駐車場の草刈り作業中に石が飛んで車の窓ガラ

スを破損した。 
（物損） 

2 8 月 男 就業中 除草 
個人宅の草刈作業中に石が飛んで車の窓ガラスを

破損した。 
（物損） 

3 8 月 男 就業中 植木 
作業中に手が壁にぶつかり、剪定ばさみが落下し

て左足をケガした。 
左足裂傷 

4 9 月 男 就業中 清掃 
作業中、敷地内を移動する際に敷石の段差につま

づき、超水槽に頭をぶつけた。 
ひたい裂傷 

5 9 月 男 就業中 除草 
駐車場の草刈作業中に石が飛んで車の窓ガラスを

破損した。 
（物損） 

 

安
養
院 

 
 
 
 
 
 
 
 

様 

い
こ
い
の
家 

 
 
 
 
 
 

様 

㈱
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ 

 

様 

㈲
小
澤
紙
工 

 
 
 
 
 
 

様 

㈱
来
本
化
工 

 
 
 
 
 
 

様 

北
本
第
一
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

様 

コ
マ
ツ
埼
玉
㈱ 

 
 
 
 
 

様 

埼
玉
陸
送
㈲ 

 
 
 
 
 
 

様 

福
祉
車
両
シ
ン
エ
ツ 

 
 
 

様 

新
日
本
瓦
斯
㈱ 

 
 
 
 
 

様 

㈱
高
脇
基
礎
工
事 

 
 
 
 

様 

テ
ラ
ル
ク
リ
タ
㈱ 

 
 
 
 

様 

楢
原
医
院 

 
 
 
 
 
 
 

様 

萬
歳
工
業
㈱ 

 
 
 
 
 
 

様 

プ
ラ
ザ
オ
オ
ノ
㈲ 

 
 
 
 

様 

㈱
平
和
ア
ル
ミ
製
作
所 

 
 

様 

北
本
み
な
み
幼
稚
園 

 
 
 

様 

み
な
み
絵
本
の
こ
ど
も
園 
 

様 

㈱
矢
口
造
園 

 
 
 
 
 
 

様 

㈲
広
川
製
作
所 

 
 
 
 
 

様 

横
山
農
園 

 
 
 
 
 
 
 

様 

   

 

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
を
紹
介
し
ま
す 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
賛
助
会

員
と
し
て
、
ご
加
入
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

㈱
福
岡
製
作
所 

 
 

 
 
 

様 

㈲
た
か
は
し 

 
 
 
 

 
 

様 

い
し
と
幼
稚
園 

 
 

 
 
 

様 

ミ
ナ
ミ
歯
科
医
院 

 
 
 
 

様 

大
島
歯
科
医
院 

 
 

 
 
 

様 

㈲
セ
ン
タ
ー
印
刷 

 
 

 
 

様 

㈲
福
島
土
建 

 
 
 

 
 
 

様 
北
本
リ
サ
イ
ク
ル
事
業 

協
同
組
合 

様 

鈴
木
医
院 

 
 
 
 
 
 
 

様 

萩
原
歯
科
医
院 

 
 
 
 
 

様 

こ
こ
ろ
っ
と
歯
科
医
院 

 
 

様 

あ
さ
ひ
庵 

 
 
 
 
 

 
 

様 

㈲
し
ん
ご
や
石
油 

 
 
 
 

様 

㈱
プ
ロ
パ
ッ
ク
ス 

 
 
 
 

様 

ガ
ー
デ
ン
オ
ー
ツ
カ 

 
 
 

様 

㈱
ア
ラ
イ 

 
 
 
 
 
 
 

様 

㈲
天
沼
建
設 

 
 
 

 
 
 

様 

㈱
丸
山
電
化
サ
ー
ビ
ス 

 
 

様 

フ
ァ
ミ
リ
ー
割
烹
ま
つ
本 

 

様 

 

（
順
不
同
） 

健
康
寿
命
を 

 
 
 
 
 

延
ば
そ
う
！ 

加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力
（
筋
力

や
認
知
機
能
な
ど
）
が
低
下
し
て
く
る

と
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

い
つ
ま
で
も
元
気
で
充
実
し
た
人
生

を
送
る
に
は
心
身
と
も
に
健
康
な
期
間

で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
り
、
つ
く
る
」
と
い
う

健
康
づ
く
り
の
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
っ
た

り
、
健
康
体
操
な
ど
で
体
を
動
か
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
認
知
症
予
防
の
た
め
に
積
極

的
に
外
出
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に

参
加
し
た
り
、
病 

気
な
ど
の
早
期
発 

見
の
た
め
、
定
期 

的
に
健
康
診
断
を 

受
け
る
こ
と
も
心 

が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

～令和元年度 会員の事故発生状況～ 
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昔の遊び 

 

                                

                              

                            

                            

 

 9 月 16 日(月)、時折雨が降る曇天

でしたが、約 500 名のお客様にご来

場いただき、健康増進センターにお

いて「第 5 回シルバーまつり」を盛

大に開催することができました。午

後には健康増進センター大広間で演

歌歌手による「歌謡ショー」を行いま

した。 

また、イキイキとまちゃん体操や

体力測定、大抽選会を行い、ご来場の

皆様に大変喜んでいただきました。 

シルバーまつり 

イキイキとまちゃん体操 

演歌歌手 小林 三鶴氏 

     藤 亜希子氏 

     神田 征子氏 

北本市長 三宮 幸雄氏 

大抽選会 

模擬店 

11 月 3 日(日)に、北本市役所駐車場におい

て、産業まつりが開催されました。シルバーの

ＰＲ活動の他、シルバー農園の野菜や、りんど

うの会が作ったカップケーキや手芸品を販売

しました。 

産業まつり 彩の国いきいきフェスティバル 
11 月 17 日(日)に、埼玉県県民活動総合センタ

ーにおいて、彩の国いきいきフェスティバルが開

催されました。当センターも参加し、野菜などを

販売しました。 

健康測定 
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ボランティア清掃 

北本まつりの開催に合わせ、10月31日(木)

に、会員及び職員 84 名が参加し、23 回目と

なる西中央通線沿いのボランティア清掃を

行いました。 

毎年 10 月は「シルバー人材センター事業普及

啓発促進月間」です。今年度は、10月7日(月)～9日

(水)に文化センターエントランスにてパネル展

を開催しました。文化センターの催事参加者や

図書館利用者等、多くの方にご覧いただきまし

た。 

文化センターエントランスで 

普及啓発パネル展 

 

                   

   
 

    

                            

          

              

  

  

         
 

10 月 24 日(木)に、中丸東小学校 1・2 年生の

児童 70 名が、シルバーいきいき農園で、さつま

いも掘りを体験しました。 

体験の様子 

農園体験 

視察研修 

研修の様子 

11 月 19 日(火)に、平塚市生きがい事業団を役

職員 15 名が、11 月 21 日(木)に、座間市シルバ

ー人材センターを役員 3名が、視察しました。 

りんどうの会 

手芸講習会（マフラー） 
 

日 時 1 回目 令和２年１月２９日（水） 

    2 回目   〃  ２月 ５日（水） 

    午後１:３０～ 

会 場 北本市文化センター 

    第１研修室 

定 員 ２０名（申込順） 

持ち物 棒針（８ミリ） 

参加費 ５５０円（材料代） 

申込み 令和 2年１月１７日（金）までに事務

局(592-4300)へお電話でお申込みくだ

さい。 

※当日、出席する方はポイントカードを 

 持参してください。 

 

りんどうの会では、シルバー会員を対象に

手芸講習会を開催します。皆様のご参加をお

待ちしております。（どちらか 1回でも参加可

能です。） 
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会員作品展 

(10 月 11日～13日) 
第18回シルバー人材センターの会員

作品展が、文化センター2階の展示ホー

ルで開催されました。47 名の会員から

152 点の力作が出展されましたが、台風

19 号の影響もあり、来場者は 214 名と

昨年より大幅に減少しました。 

シルバー親睦会主催の作品展は今回

で終了となります。ご協力いただきま

した会員、関係者の皆様、ありがとうご

ざいました。 

会員親睦旅行 

(9 月 6日～7日) 

今回は37名が参加し、1泊

2 日で長野県立科町「池の平 

白樺高原ホテル」に宿泊しま

した。初日はメルヘン街道を

巡り、御射鹿池、影絵美術館

を見学しました。夜は、カラ

オケで懇親を深めました。翌

日は、チーズケーキ工場、と

ころてん工場を見学し、お土

産などを購入、そして諏訪大

社 下社秋宮を参拝しまし

た。帰路のバスの中では「ビ

ンゴゲーム」を行い、大いに

盛り上がりました. 

 

 

諏訪大社 

御柱前で 会員作品展の様子 

 

  

 

 

シ
ル
バ
ー
シ
ル
バ
ー
と 

励
ま
さ
れ 

青
年
気
分
が
沸
き
起
る 

太
田 

昭
道 

シ
ル
バ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
川
柳 

 編 集 後 記 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
掲
載
内

容
に
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

広
報
部
会
員
一
同 

 

 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
絵
手
紙
・
写
真
・
書
道
・
手
芸
・

ス
ケ
ッ
チ
等
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
第
50
号
以

降
に
掲
載
し
ま
す
。
投
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
番
号
・

氏
名
を
添
え
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

近
ご
ろ
は 

話
も
入
れ
歯
も 

 

か
み
合
わ
ず 

折
原 

 

曻 

木暮 敏彦 

「クラシックカー」 

右
左 

見
て
る
あ
い
だ
に 

 赤
に
な
る 

仁
張 

和
美 

小林 和男 

「真珠の耳飾りの少女」 

（フェルメールの絵を模写） 


